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＜要　　　約＞
目的：高齢者介護施設で介護に従事する介護福祉職は，日々の介護実践の中でどのような介
護福祉職特有の経験をして学びへとつなげて成長を遂げるのか，そのプロセス及び介護現場
における学びを促がす構造について考察することを目的とする。研究方法：介護現場におけ
る介護福祉職の学びに関する文献レビューによる考察を行なった。結果・考察： 介護福祉職は，
介護現場でかかわる人々との円環的相互作用によって，ゆらぎを経験する。介護現場特有の
「ゆらぎ」として，感情規則，介護福祉職同士のコンフリクトがある。そして，これらのゆら
ぎの経験を省察し，新たな解釈，意味づけを行なうことで，自身のパースペクティブを変容
させる変容的学習が行なわれることが示唆された。
Objective: The purpose of this study is to study the structure of promotion in learning what kind of 
care welfare occupations may be engaged in nursing care at the elderly care facilities, and how they 
may be connected to learning for their daily care practices, and processes, at nursing care sites. Study 
method: A review of literatures on the learning of care workers in the nursing field was conducted. 
Results and discussion: Nursing care workers experience fluctuations through circularly interactions 
with people who are involved in nursing care. “fluctuations” are unique to nursing care sites, and 
there are emotional rules and conflicts among nursing care workers. It was suggested that by reflecting 
on the experience of these fluctuations, transforming learning may transform one's perspective by 
interpretating and implicating a new meaning.
* 大妻女子大学　非常勤講師
介護福祉職の成長に関する一考察
―介護現場における変容的学習―
A Study on the Growth of Care Workers
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１　研究の背景
　現在，介護福祉職の中で中核的な役割を果たし，
認知症高齢者や高齢単身世帯等の増加などに伴う
介護ニーズの複雑化・多様化・高度化等に対応で
きる高度な専門性を持った介護福祉士を養成する
目的で，介護福祉士養成カリキュラムが見直され，
新カリキュラムが 2019（平成 31）年度より順次
導入されている。
　一方で，介護福祉士は介護現場でキャリアを積
んでいくための生涯学習も求められている。それ
を具現化した代表的なものが認定介護福祉士制度
である。
　また，その他の学習の機会として，職能団体で
ある介護福祉士会の研修，高等教育機関でのリカ
レント教育，職場での研修など多数用意されてい
る。
　たしかに，上述した学びの機会を利用してキャ
リアアップを目指すことは非常に有意義であり，
専門性を高めるうえで重要なことである。しかし，
これらの多くは知識やある特定のスキルの獲得を
目的としたものである。曽余田 1）は，力量形成の
捉え方として，知識や手法，スキルを量的に増大
するという直線的な力量形成と，自らのあり方を
省察することにより質的な自己変容を伴う力量形
成をあげている。
　その力量形成のための学習には，「どうやった
ら上手くいくか」という問題解決のために役立つ
知識やスキルを得ようとする力量形成のための
「シングルループ学習」と，「何のために，なぜ自
分はそれにこだわっているのか」と自らの枠組み
や視点の適切性を省察をしながら自己変容を伴な
う「ダブルループ学習」に整理して説明している。
　これら 2 つの学習において，対人援助職にとっ
て重要視されるのが「ダブルループ学習」とされ
ている。
　筆者は，介護現場で介護福祉職が人生観，価値
観の変容や今までの生きてきた人生の再意味づけ
により，自己変容を遂げている場面を多くみてき
た。それは，研修への参加を通しての学びではな
く，日々の介護実践の経験を通したダブルループ
学習による学びである。
　本稿では，介護現場で介護に従事する介護福祉
職の日々の実践を通した学びに注目し，自己変容
に至る介護福祉職特有の経験とは何か，そして，
学びを促がす構造について考察を行なっていく。
２　研究目的
　高齢者介護施設で介護に従事する介護福祉職
が，日々の介護実践の中でどのような介護福祉職
特有の経験を通して学びへとつなげ，成長を遂げ
ているのか，そのプロセス及び介護現場における
学びを促がす構造ついて考察することを目的とす
る。
３　研究方法
　介護現場における介護福祉職の学びに関する文
献レビューによる考察を行なった。
４　考察
　介護福祉職の自己変容を遂げる学びの経験とは
何かを検討していくにあたり，まず，経験学習理
論，職場学習論についてみていくこととする。
（１）変容的学習理論
　研究の背景でも述べたように，介護現場では，
介護福祉職が介護実践での経験を通して，自身の
人生観，価値観の変容や今までの生きてきた人生
への再意味づけによる自己変容を遂げている。そ
れは，実践経験からの学びを通してである。経験
を学びの資源とする学習理論に経験学習理論があ
る。その理論のひとつの系譜として，メジロー
（Mezirow,J.）が提唱した変容的学習理論があげら
れる。
　この理論の前提は，人は世界を経験する方法，
経験する事象や現象への関わり方（どのように意
味づけ，振る舞い，感じ取ればよいかなど）を方
向付ける基本パターンがあるとする 2）。その基本
パターンは自身の今まで生きてきた中で形成され
てきた価値観やものの捉え方などで構成された枠
組みによるものであり，その枠組みをパースペク
ティブという。そして，経験の意味は書物などの
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外部の形態をとるのではなく，人間間の相互行為
やコミュニケーションを通して獲得，確認される。3）
そして，学習者の基礎的な前提に疑問を投げかけ
る周囲の人やできごとなどによって刺激を受け，
世界観の基礎をなす前提や価値観を問い直すプロ
セスを経て，パースペクティブが変容するのであ
る 4）。つまり，変容的学習とは常に他者とのかか
わりの中で行なわれるのである。
　変容的理論に依拠すれば，介護福祉職の成長と
は，変容的学習による介護福祉職のパースペク
ティブの変容によってもたらされる学びの存在が
示唆される。
１）職場学習論による現場での学びの構造への示唆
　変容的学習理論に依拠し，他者とのかかわりの
中でパースぺクティブの変容の可能性をみてき
た。では，他者とのかかわりとはどのようなかか
わりなのであろうか。
　職場での仕事上の経験を学習機会として捉える
のが職場学習論である。従来の職場における学習
は，上司から部下に，経験年数がある介護福祉職
が経験年数の少ない者へ伝えるという垂直的な学
習を指すことが多いが，中原 5）は「学習を有能者
か ら 非 有 能 者 に 対 す る 知 識・ ス キ ル の 伝 達
（transmission）と捉えるのではなく，多様な他者
からの発達支援，あるいは他者とのコミュニケー
ションによって媒介されるものと考えられてい
る」と述べたうえで，職場での学びは一対一の関
係性ではなく，その場に存在する多くの「他者」
との「水平的で集合的な社会的相互作用」による
学びについて注目する必要性を述べている。
　また，1950 年代に統合失調症の家族研究を推進
したベイトソン（Bateson）も，A と B が関係する
ことで C というちからが生じるという，直接的因
果律ではなく，現場に居るものが複雑に関係し合
い，すべてのものは，非直線的で円環的に相互に
影響を与え合っているとする「円環的因果律」を
提唱している 6）。
　以上，水平的で集合的な社会的相互作用，円環
的因果律に注目した学びをみていくと，職場にお
ける経験からの学びの構造は，私も含め，そこに
かかわるものすべてが何かしら影響し合うという
円環的相互作用により，それにふさわしい物事，
状況が生じ，そこからの経験を通して変容的学習
が行なわれると考えることができる。
　そして，この円環的相互作用は，現場に存在す
るわたしを含めたすべてのものは円環的な相互作
用によって生じる状況やものごとに影響を受け，
常に変化しているのである。
２）相互作用によって何が生じ，何を経験するのか
　職場において，そこにかかわるすべての者同士
の円環的相互作用により，それにふさわしい状況，
ものごとが生じ，そこからの経験を通して変容的
学習が行なわれるという構造が示唆された。
　では，介護現場ではどのような経験を通して変
容的学習が行なわれているのであろうか。それを
考察していくにあたり，円環的相互作用により生
じる介護福祉職特有にみられるものとは何かにつ
いてみていく必要があろう。
　尾崎 7）は，対人援助の現場について，「現場は
自己実現や福祉理念の具現化をはかる場と言いき
れるほど，理想的で単純な姿をしていない。現場
は福祉理念の具現化をめざす場であると同時に，
さまざまな矛盾や問題を常に抱えている。たとえ
ば，現場では施設の事情と利用者のニーズのあい
だに軋轢が生まれる事がある。職員や利用者のさ
まざまな希望，思惑，利害が対立することもあれ
ば，職員が無力さに悩むこともある。」と述べて
いる。そして，これらの矛盾や問題に対する葛藤
や無力さ等の感情を「ゆらぎ」と称している。
　このゆらぎについて尾崎 8）は，「自分の「でき
ること」と「できないこと」を柔軟かつ冷静に吟
味するための基礎」であり，自分自身や実践を再
度，吟味しなおすような自己覚知のきっかけにな
るものとする。
　メジロー 9）は，パースペクティブの変容には混
乱を引き起こすようなジレンマが起こり，自身の
前提を考えるきっかけとなり変容的学習が行なわ
れるとした。メジローが言う「混乱を引き起こす
ようなジレンマ」とは，尾崎の言うゆらぎと同じ
概念であると考える。よって，ゆらぎの経験が対
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人援助職である介護福祉職の変容的学習のきっか
けとなる可能性が考えられるのである。
（２）介護福祉職のゆらぎの経験とその構造
　「ゆらぎ」は対人援助職である介護福祉職にお
いても同様に存在している 10）。
　ここでは，介護福祉職が介護現場で経験するゆ
らぎとして，感情規則によるゆらぎと介護福祉職
同士のコンフリクトによるゆらぎの事例を取りあ
げ，共通するゆらぎが生じる構造を考えていきた
い。
１）感情規則
　米国の社会学者であるホックシールドは「感情
労働」という概念を提唱した。この感情労働とは
それぞれの職業にふさわしい感情規則に沿って，
意図的に自身の感情をコントロールする感情管理
が課されるものである 11）。長谷川 12）は，介護福
祉職は感情労働職かどうかの検討をホックシール
ドが定義した感情労働職の三つの特徴から行な
い，介護福祉職も感情労働職であると説明してお
り，介護福祉職にも感情規則が存在していること
が考えられる。
　武井 13）は感情規則とは「感情の表出の仕方に
は職務上許された一定の範囲というものがある。
そして，感情規則は，公式，非公式の教育を通じ
て身につけられ，やがて自己の中に取り込まれて，
自分自身の価値観となる」と説明する。
　また，松永 14）は介護福祉職の感情規則について，
四つのカテゴリー＜相手への好意的な気持ち＞，
＜相手への尊敬＞，＜一定の感情を維持する＞，
＜対等，平等＞を示したうえで，介護福祉職が抱く
感情規則について以下のように挙げている。＜相手
への好意的な気持ち＞では，無償のおもいやり，
大切に思い敬う，一人ひとりを大切にし，愛情を
もって対応する，イライラや短期はだめ，思いや
りなど，＜相手への尊敬＞では，人生の先輩とい
う感情，尊重する気持ち，相手への尊敬の気持ち
など，＜一定の感情を維持する＞では，イライラ
や短気はだめ，自己中心的な感情を持つことはだ
め，いやだと思ってはいけない，冷静でいるなど，
＜対等，平等＞では，好き嫌いで感情を持っては
いけない，利用者と職員は対等な関係などである。
　介護現場における実践では，介護福祉職自身が
利用者に抱く自身の感情が不適切だと感じる場面
があるが，その不適切だと感じるとは，上述した
ような感情規則を介護福祉職は持ち，その感情規
則に沿って自身を評価した結果であると言える。
　そして，否定的な評価を下した後は自身を否定
的に捉えるようになり，理想とする介護福祉職像
とそうではない自分の姿との乖離についてジレン
マや葛藤といったゆらぎを抱えながら自身を追い
詰めていくことになる。
　例えば，高齢者介護施設において見ると，認知
症の利用者を介護する際，危険行為を繰り返す利
用者に対しての繰り返しの対応が「イライラ感」
や利用者の入浴や排泄介助等の介護拒否に対する
「腹立たしさ」などの感情を生じさせる。そして，
その感情は，介護福祉職の中で感情規則から不適
切な感情という評価がなされた場合，介護福祉職
は「介護福祉職として自分はふさわしくない」と
自身を追い詰めてしまうことになる。それをきっ
かけとして，バーンアウトや離職に至ってしまう
という事態が起こることも考えられるのである。
　しかし，この「イライラ感」「や「腹立たしさ」
という感情は認知症の利用者と介護福祉職との一
対一の関係性の中で起こっているわけではない。
　例えば，介護福祉職が「イライラ感」や「腹立
たしさ」などの感情を抱く背景には，認知症の利
用者への対応で他の業務が進まないことがその背
景にある。このような状況において，介護福祉職
は「ここまで業務を終わらせて次の介護職員に引
き継がないと嫌味を言われてしまう」という思い
や「業務が進んでいないと自分ができない介護職
員と思われてしまう」という思いが生じる。それ
は，他の介護職員との関係性や組織の一員として
業務を遂行しなければならない役割をもつ介護職
員としての自身の立場，目の前で対処しなければ
ならない認知症の利用者の存在など複雑に絡み合
う，円環的相互作用により「イライラ感」や「腹
立たしさ」の感情が生じることが考えられるので
ある。
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　また，その他でも，日ごろ施設における労働環
境で希望する日に休みが取れない，他の欠勤の職
員のフォローを頻繁にしなくてはいけない，しか
しそういう大変さを上司や管理職は分かってくれ
ないという管理職の存在や施設の体制も影響する
かもしれない。
　このように感情規則を通したジレンマや葛藤と
いうゆらぎは，単に利用者と介護福祉職との一対
一の関係性の中で生じる感情だけが原因ではな
く，職場におけるさまざまな人々の存在が円環的
に複雑に作用し，影響を及ぼしていると考えるこ
とができる。
２）感情規則によるゆらぎからの学び
　ゆらぎは「自分の「できること」と「できない
こと」を柔軟かつ冷静に吟味するための基礎」で
あり，自分自身や実践を再度，吟味しなおす自己
覚知のきっかけであることはすでに述べた。感情
規則から生じるジレンマや葛藤というゆらぎは，
尾崎 15）の言葉を借りれば「全能感幻想」を消し
去るきっかけでもある。そして，自身の傾向や現
時点での限界などを知り，自己像の再構成を図る
きっかけでもある。それは介護福祉職としてゆら
ぎという経験を通した省察により変容的学習が行
なわれたということである。
３）コンフリクト
　介護現場では，介護福祉職間でコンフリクト（対
立）が見られる場合がある。コンフリクトについ
て白石 16）らによれば，集団にとって有益な「コ
ンフリクト」とは，仕事の目標や仕事そのものに
関する意見の不一致を意味する「タスクコンフリ
クト」であり，有益でない「コンフリクト」とは，
緊張や怒りなどの感情的な要素を含んだ対人的な
不一致を意味する「リレーションシップコンフリ
クト」と仕事の役割，責任，資源配分を巡る不一
致を意味する「プロセス・コンフリクト」がある
と説明している。
　そして，コンフリクトを引き起こす要因として，
「価値や根拠を前提にする」不一致，「安全や業務
を優先する」不一致の 2 つの要因をあげている。
介護現場で考えると，介護福祉職間の生活観の相
違により，前者の「価値や根拠を前提にする」不
一致が生じる可能性がある。そして，タスクコン
フリクトからリレーションシップコンフリクトに
移行してしまうことも考えられる。
　介護とは生活支援であり，利用者の生活を支え
ていくことである。その介護の業務範囲には家事
支援が含まれるがその範囲は広い。介護福祉職が
行う具体的な家事支援には，介護福祉職が今まで
の人生の中で獲得してきた生活様式，生活観等が
反映され，それらは多様である。
　そして，介護福祉職が個々に獲得した生活様式
は介護の直接業務だけではなく，間接業務にも反
映される。たとえば，ゴミを捨てる際のゴミ袋の
結び方や食器を洗った際の水切りへの食器の置き
方，衣類のたたみ方などがある。それが自分の方
法より「やりやすい」と思えれば，そちらの方法
を採用するだろうし，「わずらわしい」「面倒」と
感じ，そう感じる場面が業務を遂行していく中で
いくつも存在した場合は，介護福祉職にとって負
担となるであろう。そして，これをきっかけとし
て職員間でコンフリクトが生じることが考えられ
るのである。
　また，介護の間接業務での介護福祉職の気遣い
が利用者への直接介護の業務のスムーズ化へとつ
ながる場合もある。筆者が介護福祉職として特別
養護老人ホームに勤務していた際には，例えば，
おむつが残り一枚になっていたら，補充をしてお
くことや，夜勤者が利用者対応に専念できるよう，
夜勤者の業務時間までにおむつを破棄するゴミ箱
の中は捨てて空にしておき手間を省くなどを行
なっていた。これらは，あくまで気遣いでありルー
ル化されたものではないが，暗黙のルールとなっ
ていたのも事実である。しかし，介護福祉職の中
には，何を重要視し，優先するかといったことへ
の相違により，行なわない者も存在する。そして，
行なう者，行なわない者という間でコンフリクト
が生じることも考えられる。
４）コンフリクトによるゆらぎからの学び
　「現場は，ルーティンワークが大半を占める日常
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性によって占められている。現場の仕事がルーティ
ン化した進歩のない，決まりきった退屈な仕事で
ある，簡単に片付けるべきではない。日常化，ルー
ティン化は，現場の力である。この日常性が現場
の壊れを守っていると考えることもできる」17）。
　この説明に沿えば，介護業務のルーティン化の
目的とは「変化のない生活」への支援ではないだ
ろうか。「変化のない生活」とは，介護福祉職が
何もしない，決まった業務だけを行ない個別性や
尊厳を無視した介護の提供を意味しているのでは
ない。リロケーションダメージという概念で説明
されるように，一般的に高齢者は環境の変化に対
して弱い。ましてや介護ニーズを持つ高齢者の場
合はなおさらである。「変化のない生活」とは，
明日も今日と同じ日が来るという日常の継続性，
安定性，ケアの統一性を保障した介護を意味する。
それは高齢者の安心につながる。
　よって，「価値や根拠を前提にする」不一致に
よる介護福祉職のコンフリクトについて，「変化
のない生活」の保障のために，介護福祉職の間で
解決が図られることになる。
　生活様式の否定は，自身の生活してきた家庭や
育ちへの否定ともなってしまう。だからこそ，自
身のやり方が否定されれば，怒りや腹立たしさな
どのゆらぎが生じるのである。しかし，介護福祉
職個人の生活様式にこだわり続けることは，他の
職員の業務になんらかの支障をきたしてしまう可
能性がある。また，介護福祉職間の関係性を悪化
させ，最終的には利用者に不利益を与える事態に
もなりかねない。だからこそ，介護福祉職は自身
の中で調整し妥協点を見つける。これらのプロセ
スは，意識的になされる場合もあるし，個々人が
無意識に行なう場合もあろう。むしろ，後者が多
いのかもしれない。
　このプロセスを通しての経験は，チームの一員
として協働していくための学びの過程でもある。
協働していくためには，どういうところを妥協し
ていけばよいのか，どう行動しないとチームを乱
していくことになるのか，自身と他者や他者同士
のやりとりから省察を行ないながら学んでいく。
そして，協働するための自身の前提を見直すとい
う変容的学習がなされるのである。
　以上，介護福祉職特有のゆらぎの経験からの変
容的学習をみてきた。これらの変容的学習は，介
護現場に存在する多くの他者との複雑な円環的相
互作用によってなされることも示唆されている。
５）変容的学習と省察
　田中 18）は，変容的学習の中心プロセスは省察
であると述べ，省察（reflection）「自分の信念の根
拠の検証」，批判的省察（critical reflection）「意味パー
スペクティブの前提条件の妥当性の評価とそれら
の源と結果の検証」により，省察が深まり，学習
へとつながる。
　その，学習とは「将来の行為を方向づけるため
に，以前の解釈を用いて，自分の経験の意味につ
いて新たな，あるいは修正された解釈をつくり出
すプロセス」とされる。
　介護福祉職は，複雑な介護現場において介護福
祉職特有のゆらぎを経験し，省察することで，新
たにゆらぎの経験の意味について，解釈が行なわ
れ，自身のパースペクティブの変容が生じ，自己
の成長につなげることができる可能性が考えられ
る。
　よって，経験した状況，ものごとをどう解釈し
意味づけするのかが変容的学習の質にとって重要
となる。
５　結論
　介護福祉職は，介護現場でかかわる人々との円
環的相互作用によって，ゆらぎを経験する。その
介護現場特有のゆらぎとして，感情規則，介護福
祉職同士のコンフリクトがあり，これらからのゆ
らぎをきっかけとし，その経験を省察し，新たな
解釈，意味づけを行なうことで，自身のパースペ
クティブを変容させる変容的学習が行なわれる。
結果，自己変容という成長に至ることが示唆され
た。
　そこで重要なことは，経験をどのように解釈し，
意味づけするかである。他者批判的なものごとの
解釈ではなく，あくまで自身をみつめ，自己批判
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による省察を行うことが必要である。そして，そ
の省察とは介護上の知識や技術，ノウハウの振返
りではなく，自身のものの捉え方，価値観，他者
との関わり方への省察である。
　その省察によりパースペクティブの変容が起こ
り，行動の変化へとつながる。そして，その行動
が他者との円環的相互作用に影響を与え，その後
に生じる状況，ものごとを決めることになる。
　介護現場には，介護福祉職を成長させる「ちか
ら」が存在している。その「ちから」とは介護福
祉職に対して，円環的相互作用によって変容的学
習を促がす「ゆらぎ」を起こさせる「ちから」で
ある。このちからを変容的学習につなげるために
は，現場で経験する「ゆらぎ」をポジティブに捉
えることと，ゆらぎをきっかけとして自身のもの
の見方，考え方の前提を批判的に省察することの
できる力が求められる。このような力を介護福祉
職は介護現場でどのように育んでいけばよいの
か，それは今後の研究課題とする。
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